
プレコンセプションケアに関する
国の動向と県における推進の必要性

について

資料１

福祉保健部健康づくり支援課

【出典】こども家庭庁 第５回プレコンセプションケアの提供のあり方に関する検討会資料
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相談支援

〇 女性のこころ、からだの相談（県保健所内、女性健康センター）

〇 県助産師会へ委託したにいがた助産師そうだんの実施

〇 新潟大学に委託した不妊相談センターの実施

健康教育等

〇 医師、助産師、保健所保健師等による心や身体、性に関する講演会を実施

〇思春期世代の健康に関する内容について関係機関と情報交換

普及啓発等

〇 県ホームページやSNSによる情報発信

〇 株式会社エムティーアイとの連携協定の締結

〇 にいがた健康経営推進企業向けの女性の健康に関するセミナーの開催
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●助産師による相談窓口として、「にいがた助産師そうだん
～赤ちゃん・子育て・思春期・からだのこと～」を開設
●令和８年４月から、相談方法を電話相談からメール相談に変更
→ メール相談への移行にあたっては、相談フォームや相談者へ
の返信等のシステムとして「ファミくる」のシステムを活用

（出典）新潟県助産師会「にいがた助産師そうだん」ホームページ

（途中省略）

（入力フォームの例）

相談内容を選択する画面に遷移 入力フォーム
に遷移

トップ画面
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【主な取組】
１.県民向けに有料機能「プ
レミアムコース」(月額400
円)の２年間無償提供

２.「ルナルナ」を通じたプ
レコンセプションケアの普及
啓発

３．取組実施前後でのアン
ケート等を行い、施策の効果
検証を実施

【期待される効果】
プレコンセプションケアの観
点も含め、生理や妊娠など、
女性の健康管理を促す。

令和７年10月、女性の健康管理支援アプリ「ルナルナ」を
展開する株式会社エムティーアイと「女性の健康管理支援
及びプレコンセプションケアの推進に関する連携協定」を
全国に先駆けて、締結。

連携協定締結の様子

月 月 月 月 月 月 月 月

登録者数 登録率
令和７年 令和８年

（人）

（参考）県内のルナルナ・プレミアムコース
（％）

※登録率＝登録者数／ 歳人口（ 現在）

連携協定締結

登録者数・登録率の推移



○ 出生総数に占める低出生体重児の割合は、緩やかに増加し、令和５年に9.9%と全国を

上回っていたが、令和６年は9.5%と全国を下回った。

○ 低出生体重児の原因のひとつである20～30歳代女性のやせの割合は、中長期的にやや

減少傾向にあるものの、依然として高い水準にある。

○ 「生涯を通じた女性の健康支援事業」等において、思春期を対象とした健康教育等実施

してきたが、妊娠・出産を含めたライフプランを具体的に考え始める年代である専門学校生

や大学生、企業の若手職員等の若い世代に対する取組等を進める必要がある。

【出典】令和７年度（令和６年データ）母子保健の現況

新潟県 全国 線形 新潟県

（年）

（％）

（出典）新潟県福祉保健部「県民健康・栄養実態調査報告」（各年版）
厚生労働省「国民健康・栄養調査報告」（各年版）
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低出生体重児が出生総数に占める割合

新潟県

全国

※グラフの低出生体重児数は、年次推移を比較するために、平成６年度以前についても2500g

未満の数とした。（注：平成６年度以前は低出生体重児を2500g以下としていた。）

若年女性（15～39歳）の「やせ」（BMI 18.5未満）の
人の割合の推移（本県/全国）
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【対象者】18～39歳のルナルナアプリ、ルナルナWebを利用中かつプロ
フィール上でお住まいの地域で「新潟県」を選択しているユーザー

【期間】令和８年２月２日（月）～令和８年２月19日（木）
【回答者数】233名

「内容を含めて知っている」と
回答した人は、わずか８％で
あり、更なる普及・推進が必要
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＜プレコンセプションケアに関する庁内関係課連絡会議の開催＞

取組庁内関係課
新潟県多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企業認定制度（Ni-ful）※

※仕事と育児の両立支援や働き方改革、女性の登用・活躍に積極的に取り組む企業を認定
女性支援の取組（新潟県女性財団における相談対応等）

知事政策局
政策企画課
男女平等・共同参画推進室

小学校、中学校、高校における性教育の実施
性に関する指導の手引きの作成
学校保健・保健体育に関する研修の開催

教育庁
保健体育課
学校体育指導係

こども・若者への情報発信（こむすび県にいがたポータルサイト、
Instagram等）
学生向けのライフデザインの早期形成支援
女性支援の取組（女性相談支援センターにおける相談対応等）
デートDV防止に関するセミナーの開催

福祉保健部
こども家庭課
こども政策室・家庭福祉係

エイズ・HIV相談窓口（保健所）における相談対応
中学校、高校における性感染症予防の講演会の実施
HPVワクチンの普及啓発

福祉保健部
感染症対策・薬務課

健康立県ヘルスプロモーションプロジェクトにおける５つのテーマ（食生
活・運動・デンタルケア・たばこ・早期発見・早期受診）での取組の展開
にいがた健康経営推進企業の取組
健康立県にいがた公式Xによる啓発

福祉保健部健康づくり支援課
健康立県推進班・成人保健
係・歯科保健係

〇プレコンの推進にあたっては、従来の母子保健の取組に加え、様々な視点からの取組が必要。
〇プレコンの概念について共通認識を持つことや庁内関係課が実施する取組について情報交換
を行うことを通して、庁内関係課で連携した取組を実施することを目的に連絡会議を開催。
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＜プレコンセプションケア推進会議の開催＞

本県におけるプレコンの現状や取組を整理し、県および関係機関が連携してプレコンセプ
ションケアの取組を推進することを目指し、「プレコンセプションケア推進会議」を開催し、
「新潟県プレコンセプションケア推進計画」、地域の実情に応じたプレコンセプションケア
の取組について協議する。

保健・医療関

係団体

保健・医療関

係団体

教育団体教育団体

職域関係団体職域関係団体

連携協定締結

企業

連携協定締結

企業

民間事業者民間事業者

市町村市町村

新潟県新潟県

学識経験者学識経験者

新潟県医師会・新潟県産婦人科医会・
新潟県助産師会・新潟県看護協会・
新潟県薬剤師会・新潟県栄養士会

新潟県学校保健会・新潟県小学校長会・
新潟県中学校長会・新潟県高等学校長協
会・専門学校協会

経営者協会・商工会議所連合会・
新潟県産業保健総合支援センター

株式会社エムティーアイ

Plaugh（ユースクリニック）

新潟医学部産科婦人科教室・
新潟大学医学部小児科学教
室・新潟大学医学部保健学科

県および関係機関が連携して
プレコンセプションケアの取組を推進

新潟市・長岡市・上越市

健康づくり支援課・政策企画課
・保健体育課・こども家庭課・
感染症対策・薬務課
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